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3 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　２月７日、上山高原ふるさと館で「かまくらまつり」が開催されました。例年に比べて
雪は少なかったようですが、グラウンドには約 40㎝の雪が積もっていて、かんじきレー
スや親子ソリレースなどで楽しい一時を過ごしました。今年は兵庫県立大学の関係者も加
わりにぎやかなまつりになりました。（兵庫県立大学の関連記事を 2、3 ページに掲載）



2

H27（2015）.3.12

広報しんおんせん（3月号）

但馬の流域学フォーラム
つなげる、つながる、岸田川流域

町政のうごきから

　

2
月
8
日
、
夢
ホ
ー
ル
で
「
但
馬
の

流
域
学
フ
ォ
ー
ラ
ム　

～
つ
な
げ
る
、

つ
な
が
る
、
岸
田
川
流
域
～
」
が
開
催

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
兵
庫
県
立
大

学
が
行
う
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
」（
次
ペ
ー

ジ
に
解
説
）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
、
岸
田
川
流
域
の
環
境
保
全
活

動
や
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
発
表
、
討

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
最
初
に
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
、
岸
田
川

流
域
や
海
岸
沿
い
の
地
形
の
成
り
立

ち
、
岸
田
川
流
域
で
の
高
度
経
済
成
長

以
降
の
暮
ら
し
の
変
遷
を
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
地
域

資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
（
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
郷
公
園
内
に
開
設
）
の
江
崎
保

男
教
授
が
演
台
に
立
ち
、
河
川
流
域
が

生
態
学
的
に
も
社
会
学
的
に
も
1
つ
の

単
位
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
こ
と

か
ら
河
川
の
上
流
か
ら
下
流
ま
で
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
、
岸
田
川
流
域
で
活

動
さ
れ
て
い
る
6
人
が
登
壇
。
西
但
馬

の
自
然
を
考
え
る
会
代
表
の
福
原
陽
一

郎
さ
ん
は
「
岸
田
川
の
動
植
物
」、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
理

事
の
山
本
一
幸
さ
ん
は
「
扇
ノ
山
・
上

山
高
原
周
辺
の
動
植
物
と
自
然
と
の
関

わ
り
」、
㈱
朝
野
家
社
長
の
朝
野
泰
昌

さ
ん
は
「
温
前
町
・
湯
村
、
日
常
の
温

泉
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
あ
っ
と
但
馬
理
事
長
の

岡
坂
遼
太
さ
ん
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

紡
ぐ
風
景
」、
浜
坂
漁
協
組
合
長
の
川

越
一
男
さ
ん
は
「
岸
田
川
流
域
と
漁
業

の
共
生
」、
岸
田
川
漁
協
組
合
長
の
杉

谷
勉
さ
ん
は
「
岸
田
川
に
子
供
達
の
喚

声
を
取
り
も
ど
し
た
い
」
と
題
し
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
活
動
報
告
者
6
人
と
県
立

大
学
の
松
原
典
孝
助
教
が
パ
ネ
リ
ス
ト

に
な
り
、
岸
田
川
流
域
の
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パネルディスカッションの様子（左から福原さん、山本さん、朝野さん、岡坂さん、川越さん、杉谷さん）

▲講演する谷本館長
▼講演する江崎教授
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上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
で
の
「
公
開
講
座
」、

バ
イ
カ
モ
公
園
や
湯
村
温
泉
の
現
地
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

町政のうごきから
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
前
日
の
2
月
7
日
に

は
、
大
学
院
の
関
係
者
19
人
が
、
田
君

川
バ
イ
カ
モ
公
園
を
訪
れ
、
バ
イ
カ
モ

保
存
会
か
ら
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館
で
は
「
か
ま
く

ら
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、
そ
の
後
公
開

講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
そ
の
夜
は
諸

寄
の
民
宿
に
宿
泊
し
、
8
日
の
午
前
に

は
湯
村
温
泉
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
2
日
間
で
の
岸
田
川
流
域
で
活

動
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
交
流
や
現
地

視
察
が
今
後
の
活
動
に
活
か
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

※
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
と
は
…

　

大
学
が
地
域
社
会
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
地
域
社
会
の
中
核
的
存
在
と
し
て

大
学
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
が
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

都
市
的
地
域
か
ら
多
自
然
地
域
ま
で

多
様
な
個
性
と
特
性
を
持
ち
「
日
本
の

縮
図
」
と
言
わ
れ
る
兵
庫
県
で
は
、
分

散
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持
つ
総
合
大
学

「
兵
庫
県
立
大
学
」
に
お
い
て
、
地
域

資
源
の
保
全
と
活
用
な
ど
を
テ
ー
マ
に

６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド

を
形
成
し
て
、
大
学
を
あ
げ
て
教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

但
馬
・
丹
波
地
域
で
は
「
地
域
資

源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、
人
と
自
然
の
営
み
を
学
ぶ

フ
ィ
ー
ル
ド
の
中
で
、
地
質
・
生
物
の

多
様
性
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の

生
業
等
に
つ
い
て
、
教
育
（
中
高
大
連

携
活
動
、
自
然
史
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
・
実
践
な
ど
）、ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
、

商
品
開
発
、
自
然
再
生
、
ま
ち
づ
く
り

を
含
め
た
地
域
資
源
保
全
活
用
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▲講演する藤原さん

▲リュックを背負う参加者

▲上山高原ふるさと館での公開講座の様子

▼持ち出すものを選ぶ参加者

　

2
月
18
日
、
サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

で
「
防
災
・
減
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

を
開
催
し
、約
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
半
の
防
災
講
義
で
は
、
兵
庫
県
防

災
士
会
の
藤
原
道
久
さ
ん
（
香
美
町
）

を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。「
災
害
に
対

し
て
は
、
予
防
す
る
力
と
被
災
か
ら
回

復
す
る
力
が
必
要
。
予
防
力
で
は
、
建

物
の
安
全
性
確
保
や
普
段
か
ら
避
難
に

つ
い
て
の
意
識
を
高
く
持
つ
こ
と
が
大

切
。
回
復
力
で
は
、
普
段
か
ら
の
地
域

の
付
き
合
い
が
助
け
合
い
に
繋
が
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
岡
市
や

佐
用
町
の
水
害
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
は「
非
常
品
持
ち
出
し
品
体
験
」

を
実
施
。
参
加
者
は
、
避
難
時
に
持
ち

出
し
た
い
も
の
を
カ
ー
ド
で
選
び
、
そ

れ
を
重
量
換
算
し
て
、
そ
の
重
さ
に
合

わ
せ
た
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
ま
し
た
。

20
㎏
近
く
に
な
る
人
も
い
て
、
何
を
減

ら
す
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

―
問
合
せ
―

　

町
民
課　

℡
82
‐
５
６
２
１

防
災
・
減
災 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座



4

H27（2015）.3.12

広報しんおんせん（3月号）

※ 認知症サポーターとは、認知症について正しい知

識をもち、認知症の人やその家族を応援する支援者で

す。（１時間から１時間半の養成講座受講後、認知症

サポーターとしての「オレンジリング」をお渡ししま

す）養成講座は町内会や

職場などで開催できます。

開催の希望がありました

ら、地域包括支援センタ

ーにご連絡ください。 

協力事業者の店舗や車

両に掲示するステッカ

ーです。連絡会でご意

見をいただき作成しま

した。

新聞受けは、新聞が溜まっているなど

の異常を発見しやすい「外付けタイ

プ」が良いのではないでしょうか。

現在、協力事業者は、訪問活動を行う事業者に

限定していますが、４月１日からは、新温泉町内

で事業活動を行うすべての事業者が対象となりま

す。事業者皆様のご協力をお願いします。

申込みは随時受け付けています。

「高齢者見守り事業」実施中
ご近所、区長町内会長、民生委員など地域の方々の他に、見守りの目を増やし高齢者の異変や問題を早く発見

し、早期に支援を行い、高齢者が住みなれた地域で安心した生活が続けられるようにするため、昨年３月に配送

等の事業者と「新温泉町高齢者見守り事業」に関する協定を締結しました。

◎ 月 日「新温泉町高齢者見守り事業」連絡会を開催しました。

◎ 昨年 月の事業開始から９件の連絡がありました。

昨年の 月から今日までに、協力事業者から「本人から商品の注文があり配達したが不在だった」「認知症の疑

いがある」「通りがかりにうずくまっている高齢者を発見した。脱水が疑われたので、水分補給し家へ送った」「新

聞受けに新聞がたまっている」などの連絡がありました。連絡を受けた事例については、すべて地域包括支援セ

ンターの職員が訪問し、安全確認と担当ケアマネジャーへの連絡などを行いました。

協力事業者からアドバイス

 
 

◎ 新温泉町高齢者見守り事業協力事業者

上島プロパン 株 読売センター浜坂 たじま農業協同組合 居組郵便局

株 米安商会 読売センター湯村 ビーンズキッチンおかもと 久谷郵便局

山陰プロパン 株 株 ナカケー 本家かまどや浜坂かにの里店 照来郵便局

有 山口屋商店 株 ニシムラ百貨店 明治牛乳美方販売所 八田郵便局

神戸新聞湯村販売所 神戸ヤクルト販売 株 ヤマト運輸 株 姫路主管支店 浜坂郵便局

下田朝日・日経新聞舗 白バラ牛乳森田販売店 有 米田茶店 諸寄郵便局

日本海新聞温泉専売所 白バラ牛乳販売店 ゆかや 湯村郵便局

日本海新聞浜坂専売所 生活協同組合コープこうべ

お願い

 
 
 
 
 
－問合せ－ 新温泉町地域包括支援センター 

℡８２－５６２３ 

高齢者の見守りは民間事業者

にも協力いただいています。

事業開始から１年を迎えるにあたり、協力事業者に

集まっていただき連絡会を開催。活動状況の報告や意

見交換、啓発用ステッカーの検討などを行いました。

意見交換の中で「同じ注文を何度もされる方がいる」

「地域包括支援センターに通報する、しないの判断が

難しい」などの報告や意見がありました。連絡会の最

後に、認知症サポーター※養成講座を行いました。
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定期予防接種はお済ですか？
　次の方は、定期接種の接種期限が近づいています。
子どもたちが将来病気にかかるのを防いでくれる大
事なワクチンです。母子手帳を確認し、まだ接種し
ていない方は 3 月 31 日までに接種を済ませましょ
う。（接種期限を過ぎた場合は、自己負担になります）
◆種混合（ジフテリア、破傷風混合ワクチン）
　対象者：平成 14 年 4 月 2 日～
　　　　　平成 15 年 4 月 1 日生まれ（小学 6 年生）
◆ＭＲ 2 期（麻しん、風しん混合ワクチン）
　対象者：平成 20 年 4 月 2 日～
　　　　　平成 21 年 4 月 1 日生まれ（就学前 1 年）
※予診票はすでに配布していますが、紛失された方
　は再発行もできますので、連絡してください。

子どもによる医薬品の誤飲事故に注意 !!
　子どもによる大人用の医薬品の誤飲が多く発生し
ています。子どもの行動の特徴をふまえ、誤飲する
と入院などの重い中毒症状をおこすリスクの高い医
薬品（向精神薬、気管支拡張剤、血圧降下剤、血糖
降下剤）の家庭における保管は十分注意しましょう。
◆家庭での医薬品保管のポイント
◎子どもの手の届かない、見えないところに保管
◎鍵のかかる場所に置いたり、取りだしにくい容器
　に入れるようにしましょう。
◆こどもが医薬品を誤飲した時の相談窓口
　大阪中毒 110 番（365 日 24 時間対応）
　℡（072）727-2499
※通話料は利用者負担になります。

「すこやか～に」からのお知らせ
―問合せ―　健康福祉課　健康推進係　℡ 99-2940

韓
国
語
教
室
（
中
学
生
以
上
対
象
）

　

韓
国
語
に
興
味
の
あ
る
方
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

▼
と
き　

月
２
回
（
日
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分
）

　

▼
と
こ
ろ　

多
目
的
集
会
施
設　

　

▼
講
師　

イ  

ホ
ン
レ  

さ
ん
、
フ
ァ
ン  

セ
ミ  

さ
ん

　
　
　
　
　
（
鳥
取
大
学
に
留
学
中　

南
ソ
ウ
ル
大
学
生
）

　

▼
費
用　

国
際
交
流
協
会
年
会
費　

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　

受
講
料　

１
０
０
０
円
／
月

　

▼
申
込
み　

新
温
泉
町
役
場
商
工
観
光
課
内　

℡
82
‐
５
６
２
５

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆ファン  セミ  さん

▽出身　韓国ソウル特別市
▽趣味　音楽を聞くこと

▽コメント
　韓国語を教えることが初め
てで、いろいろ心配になりま
すが、一生懸命頑張ります。
そして韓国語だけではなく韓
国の文化なども教えたいで
す。それから日本語と日本の
文化なども学びたいです。よ
ろしくお願いします。

◆イ  ホンレ  さん

▽出身　韓国京畿道平澤市
▽趣味　音楽鑑賞、
　　　　日本のドラマ鑑賞
▽コメント
　この度、韓国語教室の先生
をすることになりました。初
めてのことで大変緊張してい
ますが、自分にとってもいい
機会だと思って頑張ります。
韓国語に関心があれば、一緒
に楽しく学びましょう。どう
ぞ、よろしくお願いします。
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▶
メ
イ
ン
会
場
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

　

ひ
つ
じ
年
に
ち
な
ん
で
羊
の
雪
像

　

が
作
ら
れ
ま
し
た
。

▶
お
い
し
い
も
の
を
求
め
、
多
く
の

　

方
が
来
場
し
ま
し
た　

第 12回 「ゆむら灯
と も

火
し び

の景
え

」

第 2回 「浜坂みなと海鮮祭り」

町政のうごきから

　2 月 14 日、湯村温泉街で「ゆ
むら灯火の景」が開催されまし
た。メイン会場のポケットパー
クや雪像会場の薬師湯前の交流
広場には、丹土から雪を運び込
みました。交流広場では、5 団
体が「湯～たん」や「ベイマッ
クス」など工夫を凝らした巨大
雪像を作成。ポケットパークで
は、観光客も手伝ってたくさん
の雪だるまを作りました。
　日が落ちるころには、街中に
ろうそくが灯され、幻想的な雰
囲気になりました。ポケット
パークでは 200 個の竹提灯を
用意。散策する人に配っていま
した。

　2 月 21 日、浜坂漁港せり市
場で「浜坂みなと海鮮祭り」が
開催されました。
　会場では、漁師汁（ハタハタ
のつみれ、アカエビ、モサエビ
入り）が無料で振る舞われたり、
揚げたてのハタハタや水ガニク
リームコロッケ、海鮮うどん、
カニずしなどが販売されたりし
ていて、来場者はその場で地元
の味を堪能していました。
　また、地元で水揚げされた水
ガニやカレイ、ハタハタなどの
海産物、町内産の農産物や特産
品の出店もたくさんあり、来場
者はお目当ての商品を買い求め
ていました。

▼ろうそくが灯された
　正福寺の石段

▼今が旬のハタハタを
　カラッと揚げました

▼「巨大雪像をつくっちゃおう」で優秀賞を
　受賞した祇園町の「湯～たんの家族」

▼その場で釜揚げされた「水ガニ」を
　買い求める来場者
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「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

ワ
ン
ニ
ャ
ン
夢
ハ
ウ
ス

  
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

町政のうごきから

▲ワンニャン夢ハウス

▲トリミングの様子

▼露天風呂、足湯

▲ペットクラブ JOY 代表の山中さん

　

湯
村
温
泉
に
あ
る
新
温
泉
町
ペ
ッ
ト

休
憩
施
設
「
ワ
ン
ニ
ャ
ン
夢
ハ
ウ
ス
」

が
、
2
月
13
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
ペ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
」（
代
表
：

山
中
芙
美
さ
ん
）
が
指
定
管
理
者
と
な

り
、
ト
リ
ミ
ン
グ
の
設
備
な
ど
を
一
新

し
再
開
し
ま
し
た
。

　

代
表
の
山
中
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
神

戸
市
な
ど
で
ト
リ
ミ
ン
グ
の
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
故
郷
の
諸
寄
に
帰
郷

し
、「
ペ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
」
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
「
ワ
ン
ニ
ャ
ン
夢
ハ
ウ
ス
」
は
、
木

造
平
屋
建
で
、
冷
暖
房
完
備
、
ペ
ッ
ト

室
（
ゲ
ー
ジ
）
30
室
、
運
動
が
で
き
る

広
場
も
隣
接
し
て
い
ま
す
。
温
泉
施
設

は
大
小
の
露
天
風
呂
、足
湯
、シ
ャ
ワ
ー

が
あ
り
ま
す
。

　

施
設
利
用
の
料
金
は
、
休
憩
は

３
０
０
円
～
（
２
時
間
～
）、
温
泉
施

設
利
用
は
９
０
０
円
～
（
１
時
間
）、

宿
泊
は
猫
が
２
０
０
０
円
、
犬
が

３
０
０
０
円
～
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
リ
ミ
ン
グ
は
犬
の
み
の
対
応
で
、

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。料
金
は
、コ
ー

ス
や
犬
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
営
業
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
６
時

▼
定
休
日　

毎
週
水
曜
日

▼
予
約
・
問
合
せ　

℡
92
‐
３
０
１
０
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
皆
さ
ま
の
声
に
お
答
え
し
ま
す

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
1
名
の
方
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
園
庭
の
開
放
を

　

浜
坂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利

用
が
午
後
3
時
ま
で
と
な
っ
て
い

て
、
そ
れ
以
降
や
土
日
祝
日
に
利
用

で
き
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

幼
児
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
は

少
な
く
、
そ
の
場
所
の
確
保
と
し
て

同
セ
ン
タ
ー
の
園
庭
だ
け
で
も
開
放

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
代　

男
性
）

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
家

族
形
態
の
変
化
、
就
労
の
多
様
化
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
化
な

ど
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、子
ど
も
・

子
育
て
関
連
3
法
が
成
立
し
、
支
援
新

制
度
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

新
温
泉
町
に
お
い
て
も
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
計
画
策
定
の
た
め
の
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
な
か
で
、「
新
温

泉
町
に
対
し
て
期
待
す
る
子
育
て
支
援

策
」
の
設
問
の
中
で
は
「
親
子
が
安
心

し
て
集
ま
れ
る
公
園
等
屋
外
の
施
設
を

整
備
す
る
」
が
57
・
8
％
と
一
番
多
い

結
果
で
し
た
の
で
、
ご
提
案
の
公
園
等

屋
外
の
施
設
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
、
町
と
し
て
も
認
識
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
目
的
を
持
っ
た
施
設
に
お

い
て
、
職
員
が
無
人
と
な
る
休
日
の
時

間
等
に
一
般
開
放
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
遊
具
等
の
使
用
に
よ
る
事
故
や
破
損

等
も
想
定
さ
れ
、
安
全
管
理
及
び
施
設

管
理
等
の
点
か
ら
、
設
置
者
と
し
て
責

任
が
持
て
ず
、
本
来
の
セ
ン
タ
ー
事
業

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
残
念
な
が
ら
ご
希
望
に
沿
う

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
浜
坂
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
は
「
お

年
寄
り
と
幼
児
が
集
え
る
公
園
」
と
し

て
一
般
開
放
さ
れ
、
幼
児
向
け
遊
具
も

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
い

た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
こ
ど
も
教
育
課
長　

西
村
徹
）

※
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
奇
数
月
に
そ

の
回
答
と
あ
わ
せ
て
本
誌
で
紹
介
し
ま

す
。
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
年
２
回
ま

で
（
内
容
に
よ
っ
て
は
個
別
に
お
答
え

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）、
３
回
目
以

降
は
個
別
に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
提
案

い
た
だ
い
た
文
章
は
、
編
集
の
都
合
で

一
部
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い　

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

広
報
情
報
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４



9 広報しんおんせん（3月号）

H27（2015）.3.12

第
20
回
「
前
田
純
孝
賞
」
学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル 

入
賞
作
品
決
定

　

前
田
純
孝
は
諸
寄
生
ま
れ
。
東
京
高
等
師

範
学
校
時
代
、
機
関
誌
「
明
星
」
に
作
品
を

発
表
し
、
与
謝
野
鉄
幹
や
晶
子
ら
と
共
に
活

動
。
生
涯
二
千
首
に
も
及
ぶ
短
歌
を
遺
し
、「
東

の
啄
木
、西
の
翠
渓
」
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
。

詩
や
童
謡
の
作
詞
、
作
曲
な
ど
も
手
が
け
た
。

 前 田 純 孝（翠渓）
　（1880 ～ 1911）

　

次
代
を
担
う
若
者
に
、
郷
土
の
生
ん
だ
歌
人
、
前
田
純
孝
を
広
く
知
っ
て
い
た

だ
き
、短
歌
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
前
田
純
孝
賞
」学
生
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

20
回
目
の
今
回
は
、
全
国
各
地
か
ら
５
１
４
３
首
（
中
高
校
生
の
部
４
６
０
９

首
、
大
学
生
の
部
５
３
４
首
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
前
田
純
孝
と
ゆ
か
り
の

あ
る
佐
佐
木
幸
綱
先
生
（「
心
の
花
」
主
宰
・
編
集
長
）
が
最
終
選
考
を
行
い
、

入
賞
作
品
84
点
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
の
う
ち
、前
田
純
孝
賞
と
町
内
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

前
田
純
孝
賞
入
賞
作
品
展

▼
と
き　

3
月
14
日
（
土
）
～

　

4
月
13
日
（
月
）
木
曜
日
休
館

　

午
前
９
時
～
午
後
5
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館

▼
内
容　

入
賞
作
品
を
本
人
の
手
で

表
現
し
た
も
の
を
展
示
し
ま
す
。

毛
筆
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
思
い
思

い
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
全
入
賞
作
品
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp/

―
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館　

℡
82
‐
４
４
９
０

◆
前
田
純
孝
賞

　

セ
ル
画
か
ら
出
て
こ
な
い
君
愛
お
し
く
次
元
を
超
え
て
君
に
会
い
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
立
神
崎
高
等
学
校
二
年
　
　
　
　
去
来
川
　
陸

　
　
（
選
評
）
ガ
ン
ダ
ム
と
か
ル
パ
ン
三
世
と
か
、
セ
ル
画
ア
ニ
メ
時
代
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
の
フ
ァ
ン
レ

タ
ー
。
「
次
元
を
超
え
て
」
と
い
う
表
現
が
的
確
。
共
感
す
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

ド
キ
ド
キ
と
緊
張
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
オ
ン
ユ
ア
マ
ー
ク
ス
審
判
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
新
温
泉
町
立
浜
坂
中
学
校
一
年
　
田
村
　
萌
絵

　
　
（
選
評
）
陸
上
競
技
・
短
距
離
の
ス
タ
ー
ト
直
前
の
緊
張
し
た
場
面
に
取
材
。
場
面
の
切
り
取
り
方
が
み
ご

と
で
あ
る
。
ス
タ
ー
タ
ー
の
言
う
「
オ
ン
ユ
ア
マ
ー
ク
ス
」
は
、「
位
置
に
つ
い
て
」
の
意
味
。

　

壊
変
図
た
ど
っ
た
先
に
見
え
る
か
な
放
射
線
技
師
私
の
未
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
医
療
短
期
大
学
　
　
　
　
　
　
　
　
我
如
古
有
梨

　
　
（
選
評
）
放
射
線
技
師
に
な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
い
る
作
者
に
は
、
「
壊
変
図
」
の
見
方
、
読
み
方

は
必
須
科
目
。
専
門
用
語
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
、
特
色
の
あ
る
短
歌
に
し
あ
げ
て
い
る
。

◆
準
前
田
純
孝
賞

　

淡
き
恋
降
り
つ
も
る
雪
が
溶
け
ぬ
よ
う
あ
な
た
の
こ
と
を
思
い
続
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
　
野
田
　
修
平

◆
新
温
泉
町
長
賞

　

茶
の
香
り
ふ
ん
わ
り
た
だ
よ
う
茶
道
室
音
を
楽
し
み
お
茶
た
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
　
植
村
　
紀
香

　

写
真
に
は
笑
顔
あ
ふ
れ
る
み
な
の
顔
楽
し
く
過
ぎ
た
あ
の
時
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
が
丘
中
学
校
　
　
谷
村
　
明
夢

◆
新
温
泉
町
教
育
長
賞

　

ス
ラ
ス
ラ
と
あ
な
た
が
弾
い
て
る
ド
ビ
ッ
シ
ー
右
手
が
踊
り
左
手
が
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
中
学
校
　
　
　
松
本
　
歌
音

◆
神
戸
新
聞
社
賞

　

冬
の
夜
海
に
輝
く
蟹
釣
り
船
空
に
輝
く
冬
の
大
三
角

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
　
小
西
紗
也
香

　

は
じ
め
て
の
雪
に
心
を
お
ど
ら
せ
て
か
が
や
く
瞳
の
春
生
ま
れ
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
中
学
校
　
　
　
水
田
　
真
結

◆
佳
作

　

真
新
し
い
制
服
を
着
た
今
春
の
胸
の
高
鳴
り
今
も
残
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
　
馬
場
ま
い
子

　

脳
内
で
い
つ
も
旅
す
る
世
界
地
図
私
の
好
き
な
世
界
史
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
坂
高
等
学
校
　
　
村
尾
　
美
沙

　

北
風
が
す
べ
て
と
ば
し
た
紅
葉
が
秋
の
終
わ
り
を
教
え
て
く
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢
が
丘
中
学
校
　
　
黒
井
　
玲
音

◆
学
校
特
別
賞　

浜
坂
高
等
学
校　
　

◆
学
校
賞　

浜
坂
中
学
校
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名

温泉バイナリー発
電温泉水多段利用
工事

湯

湯村温泉観光交流センター地域交広場
　足湯設置工事 2基 
夢千代橋　消雪装置設置工事
　HTVPφ40mm L=20m

7,495,200 平成 27 年 1 月 28 日
～平成 27 年 3 月 15 日 ㈱山根工務店

浜 坂 処 理 区 № 23
マンホールポンプ
場移設工事

芦屋 マンホールポンプ場移設工 21,060,000 平成 27 年 1 月 30 日
～平成 27 年 3 月 31 日 オザキ住建㈱

町道二日市古市線
環境整備工事 七釜

土工N=1式、道路標示設置工N= １式、
視線誘導標N=43本、線形誘導表示板
N=7基、整地工A=550㎡、排水工N=1
式、舗装工A=484㎡、立入防止柵設置
工L=53ｍ、安全費N=1式

5,616,000 平成 27 年 2 月 17 日
～平成 27 年 3 月 30 日 ㈱三島組

町道上岡線側溝整
備工事 竹田 施工延長L=56m U型側溝L=56m、コ

ンクリート舗装工A=140㎡ 2,700,000 平成 27 年 2 月 13 日
～平成 27 年 3 月 27 日 ㈲美方産業

林道居組諸寄線災
害復旧工事 諸寄 災害復旧工事 L=19m W=3.0m 5,292,000 平成 27 年 2 月 14 日

～平成 27 年 3 月 31 日 日興建設㈱

湯谷水管橋架替工
事 春来

配水管：高密度ポリエチレン管φ75
mm L=88.4ｍ 二重管形式パイプビー
ム水管橋 PEφ75×SUS250A N=1箇所 
仮設管：ポリエチレン管φ50mm 
L=27.2ｍ

11,988,000 平成 27 年 2 月 13 日
～平成 27 年 3 月 31 日 ㈱扶桑興業

（平成 27年 1月 16日～平成 27年 2月 15日契約分）

ひ
ょ
う
ご
の
農
と
く
ら
し

研
究
活
動
コ
ン
ク
ー
ル

兵
庫
県
知
事
賞
受
賞

　

2
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
26

年
度
ひ
ょ
う
ご
の
農
と
く
ら
し
研
究
活

動
発
表
大
会
」
で
、
浜
坂
漁
協
女
性
部

（
久
瀬
よ
し
子
部
長
）
の
「
ほ
た
る
い

か
つ
く
だ
煮
」
が
最
優
秀
賞
の
兵
庫
県

知
事
賞
を
受
賞
し
、
2
月
16
日
、
岡
本

町
長
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

久
瀬
部
長
は
「
日
本
一
の
浜
坂
産
ほ

た
る
い
か
を
多
く
の
人
に
食
べ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
だ
。
味
付

け
な
ど
商
品
開
発
に
苦
労
し
た
が
高
評

価
を
い
た
だ
い
て
光
栄
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
ほ
た
る
い
か
漁
の
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
４
月
の
ほ
た
る
い
か
祭

り
に
向
け
て「
ほ
た
る
い
か
つ
く
だ
煮
」

を
大
量
生
産
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

町長、久瀬部長（中央）、川越副部長（右）

【広告】
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　春先の白馬公園遊歩道を歩くと、足元に白い大

きな花が咲き継いでいるのを見かけます。バラ科

のなかで真っ先に咲き始めるクサイチゴです。地

を這っているので、草のように見えることからク

サイチゴ（草苺）と名付けられたそうですが、小

低木の仲間です。花は直径４㎝の白色５弁花で、

その大きな花姿からはバラ科特有の気品が感じら

れます。茎や葉には細かな軟
なん

毛
もう

が密生、刺がまば

らにあり、葉は花のつく枝には３枚、新しい枝に

は５枚の複
ふく

葉
よう

で、葉の周囲はぎざぎざになってい

ます。また、葉の葉脈がくっきりと裏側に凹んで

いるのも特徴です。

　花の中心には多くの雌しべがあり、それを取り

囲むように雄しべが多数並びます。花の形状のと

おりに結実した果実はやわらかな集合果でみずみ

ずしい甘さです。一度ジャムができるほど摘んで

みたいと思うのですが、いまだに実現していませ

ん。

　ちなみに熟した集合果の内側は空洞になってい

て、アリなどが入っている場合があるのでご注意

を。花言葉は「家族愛」です。

　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

クサイチゴ
 （バラ科）

 野草散歩（51) 国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

◎国民年金の加入方法について

　国民年金は誰もが加入する制度です。

　日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満のすべて

の方は、国民年金に加入することになります。加入

者（被保険者）は、職業などによって３つに分かれ

ており、それぞれ加入手続きが異なりますのでお間

違えのないよう手続きしてください。

◆第１号被保険者

　自営業者・学生・フリーター・無職の方などが該

当。加入手続きはご自分で住所地の市区役所・町村

役場の国民年金担当窓口で行います。

◆第２号被保険者

　会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に

加入されている方が該当。加入手続きは勤務先が行

います。

◆第３号被保険者

　第２号被保険者に扶養されている配偶者の方が該

当。加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由し

て行います。

◎国民年金保険料は口座振替がお得

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用い

ただけます。

　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に

引き落とされるので金融機関などに行く手間が省け

るうえ、納め忘れもなく、とても便利です。

　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振

替納付することにより、月々 50 円割引される早割

制度や、現金納付よりも割引額が多い前納制度もあ

り、大変お得です。

　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、

通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融

機関または年金事務所へお申し出ください。
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「3月のおすすめの本」
ご案内

釜石の奇跡
ＮＨＫスペシャル取材班著/イースト・プレス

　東日本大震災で大津波に襲われた釜石
市では、学校や家族・友達同士で適切な
判断がなされ、沢山の「命の奇跡」が生ま
れた。その釜石市の防災教育は「生き方の
教育」として国内外で多くの感動と注目を
集めている。ぜひ読んでほしい１冊。

家族の悪知恵
西原理恵子著/文芸春秋

　「困った夫＆妻」、「子育て」、「家族のい
ろいろ」、「人生の選択」、「親兄弟が面倒
くさい」などの身近な人生相談に、爆笑で
身もフタもないけど気持ちが楽になって、
役に立つ西原流の一刀両断の解決策を紹
介。

図解まるわかり　お金の基本
　丸太潔著 / 新星出版社

　貯蓄・家計・結婚・不動産・保険・老
後・投資など、人が一生のうちにかかわ
るお金に振り回されずに生きていくため
に知っておきたい常識を、達人たちがわ
かりやすく紹介。社会人一年生から幅広
い世代の人におすすめ。

おはなみ
くすのき しげのり作・まるやま あやこ絵 / 金の星社

　春のある日、ハルトが公園に遊びに行
くと、満開の大きなサクラの木のそばで
同級生のミキが掃除をしていました。声
をかけたハルトとミキがした素敵な約束
とは…。花や自然に寄り添う、やさしい
気持ちがいっぱいの絵本。

ぴっぽのたび
刀根里衣作・絵 / ＮＨＫ出版

　いつもひとりぼっちで孤独なカエルの
ぴっぽは、ある日、旅に出ていろんな小
さな生き物に出会いました。小さな生き
物が語る強く大きな夢はぴっぽの心を変
えてていきます…。あなたも大切なもの
を探しに、ぴっぽと旅にでてみませんか。

　

加藤文太郎
記念図書館

TEL（0796）82-5251

おはなし会　　　　　　　    
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。
お子さんと一緒に参加しませんか。
◆3月28日（土）　午後2時～
　『ランドセルがやってきた』 他
◆4月11日(土)　午後2時～
　『ぼくは一ねんせいだぞ！』 他

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

図書館からのお知らせ　　    
返し忘れの本がありませんか？
図書館が閉館の時は、ブックポスト
へ返却してください。移動図書館車

「ささゆり号」や温泉公民館でも返
却できます。

3 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

4 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

は休館日
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【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
Ａ
さ
ん
（
70
歳
）
男
性

　

最
終
通
知
と
書
か
れ
た
封
書
が
海

外
か
ら
届
い
た
。
開
け
て
み
る
と
、

「
４
０
０
万
ド
ル
に
つ
い
て
重
要
な
お

知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
は
、
当

社
の
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
こ
の

案
内
を
受
け
取
れ
る
お
客
様
と
し
て
選

ば
れ
ま
し
た
。
至
急
同
封
の
返
送
用
紙

に
記
入
の
上
、
郵
便
為
替
３
０
０
０
円

分
を
同
封
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
」
と

書
か
れ
て
い

る
。
宝
く
じ
な

ど
に
応
募
し

た
こ
と
は
な

い
が
、
高
額
な

賞
金
を
受
け

取
れ
る
な
ら

返
送
し
た
方

が
良
い
か
悩

ん
で
い
る
。

■
返
送
し
な
い
で
下
さ
い
！

　

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
の
に
、
当

選
す
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
る
で

高
額
賞
金
が
当
選
し
た
か
の
よ
う
に
錯

覚
さ
せ
料
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
が
目

海
外
で
の
高
額
当
選
？

的
で
す
。
ま
た
、
用
紙
を
返
送
す
る
こ

と
に
よ
り
個
人
情
報
が
漏
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

■
ト
ラ
ブ
ル
に
合
わ
な
い
た
め
に
！

　

こ
の
よ
う
な
郵
便
物
は
、
送
付
元
の

住
所
や
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、
抽
選
が
行
わ

れ
て
い
る
か
さ
え
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

詐
欺
の
手
口
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

■
海
外
の
宝
く
じ
は
国
内
で
購
入
で
き

　

ま
せ
ん
！

　

海
外
宝
く
じ
を
国
内
で
購
入
す
る
こ

と
は
違
法
で
す
。
絶
対
に
購
入
し
な
い

で
下
さ
い
。

　

但
東
町
は
、
な
だ
ら
か
な
山
あ
い
を

う
ね
る
よ
う
に
流
れ
る
出
石
川
や
太
田

川
な
ど
多

く
の
枝
状

に
分
か
れ

た
支
流
が

浅
く
切
り

込
ん
だ
谷

間
の
町
で
す
。

　

一
帯
は
花
崗
岩
の
風
化
し
た
真
砂
土

か
ら
な
る
起
伏
の
小
さ
な
地
域
で
す
。

ソ
バ
で
知
ら

れ
る
赤
花
村

の
背
後
の
大

師
山
山
頂
に

は
、
風
化
で

で
き
た
巨
大

な
岩
塊
が
奇

観
を
呈
し
て

い
ま
す
。
南
西
部
の
矢
根
や
出
合
付
近

に
は
変
成
岩
の
蛇
紋
岩
が
見
ら
れ
ま

す
。

　

こ
こ
に
あ
る
「
シ

ル
ク
温
泉
や
ま
び

こ
」
は
、
こ
の
岩
石

に
由
来
し
た
湯
の
成

分
が
肌
に
す
べ
す
べ

の
潤
い
を
与
え
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
と
と

も
に
、
絹
シ
ル
ク

織
物
の
里

で
あ
っ
た
こ
と
に
由

来
し
て
い
ま
す
。

　

名
所
の
「
久
畑
関
所
跡
」
や
「
赤
花

ソ
バ
」、「
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
」、「
安

国
寺
の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
」、「
チ
ュ
ウ

リ
ッ
プ
」、「
モ
ン
ゴ
ル
資
料
館
」
な
ど

を
活
か
し
た
活
気
あ
る
町
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

く
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク　
　
　

       

　
　
「
シ
ル
ク
の
郷
」
但
東

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ 58

　
『
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
出
か

け
よ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
外

の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
や
ジ
オ

パ
ー
ク
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇

館
長
が
紹
介
し
ま
す
。▶

す
べ
す
べ
の
肌
に

　

な
る
シ
ル
ク
温
泉

▲巨大な奇岩がある大師山の入口 ▲うねるように続く但東の谷間

13

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
提
供
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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まちの求人案内

　（パート）

平成 27 年 2 月 20 日現在

－問合せ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院
准看護師 不問 200 ～ 210
看護師 不問 200 ～ 220
看護補助者 不問 138

㈱たじみや 事務職 45 以下 200 ～ 400
食品工場生産管理 40 以下 180 ～ 300

株本建設工業㈱
土木技術者 59 以下 165 ～ 308
建築技術者 59 以下 165 ～ 308
営業 30 以下 157 ～ 265

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350
事務員 不問 155 ～ 195

山陰プロパン㈱ 作業員 不問 160 ～ 200

㈱マルワ渡辺水産

店内係 不問 180 ～ 230
鮮魚 不問 250 ～ 280
事務員 40 以下 150 ～ 250
フロント係 不問 200 ～ 250

㈱菊池組 土木・技術監督 不問 178 ～ 325
土木作業員 不問 180 ～ 215

㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 不問 154 ～ 330
やすこ歯科医院 歯科衛生士 不問 160 ～ 170

㈱田中工業所
浄化槽管理 45 以下 150 ～ 180
配管工 不問 180 ～ 250
土木技術者 不問 180 ～ 250

㈱ヤマグチ 配管工（見習い） 不問 160 ～ 250
特別養護老人ホームはまさかの里 介護職員 不問 156 ～ 162
㈱ふたかた 鉄筋工 不問 176 ～ 230
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 132 ～ 142

㈲西浦建築

現場管理者 不問 250 ～ 350
大工見習い 不問 160 ～ 180
大工 不問 280 ～ 380
営業 不問 200

山陰松島遊覧㈱ 受付・フロント 不問 151 ～ 172
船長候補 30 以下 151 ～ 172

㈱メフィス 給食調理 59 以下 134 ～ 146
守山石油㈱ 販売員 不問 145 ～ 173
㈱安藤・間  大庭トンネル作業所 職員食堂業務 不問 140
㈲旭モータース 板金塗装 不問 150 ～ 180
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 134 ～ 172

（温泉地域）

㈱井筒屋

サービススタッフ 60 以下 211 ～ 256
営業事務 34 以下 147 ～ 188
会計スタッフ 不問 146 ～ 155
フロントスタッフ 不問 146 ～ 164

全但バス㈱ バス運転手 不問 183 ～ 184
社会福祉法人徳和会　
特別養護老人ホームやすらぎの里

介護職 不問 162 ～ 191
栄養士 不問 158 ～ 171

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 178 ～ 245
㈱たむら 精肉加工・販売 不問 135 ～ 250

㈱朝野家

営業・一般事務 不問 140 ～ 150
販売係 不問 140 ～ 150
客室係 不問 209 ～ 241
営業係 不問 140 ～ 150

赤坂土建㈱ 土木作業員 不問 218 ～ 276
㈲清美社 下水道維持管理 45 以下 155 ～ 220
アイアンドエフ・ビルディング㈱ 調理 45 以下 210 ～ 254
ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230
㈱温泉町夢公社 調理 不問 140 ～ 160

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
㈱西沢製作所 配送運転手 不問 134 ～ 138
㈱但馬寿 ルート営業 不問 225 ～ 252
寺谷自動車㈱ 整備士、運転手 不問 137 ～ 200

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝、販売 不問 900 ～ 1,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産
事務員 不問 800 ～ 1,000
店内係 不問 780 ～ 850
フロント係 不問 800 ～ 1,000

㈱コメリ 販売員 不問 800 ～ 820
浜辺医院 看護師・准看護師 不問 1,000

㈱トヨダ 惣菜担当 不問 776 ～ 926
鮮魚販売 不問 776 ～ 926

ラスベガス浜坂店 ホールスタッフ 20 以上 1,000
開店閉店作業 不問 1,000 ～ 1,200

ミネル㈱ 塾講師 不問 1,200 ～ 1,800

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 800 ～ 1,000
フロアスタッフ 不問 800 ～ 1,000

㈱メフィス 給食調理補助 59 以下 780
㈱白バラドライ 包装、分類、配送 不問 950
ゴダイ㈱ 販売、陳列、納品 不問 780 ～ 975

（温泉地域）

社会福祉法人徳和会　
特別養護老人ホームやすらぎの里

介護補助員 不問 800 ～ 830
介護職 不問 870 ～ 990
調理員 不問 800 ～ 850

㈱コメリ 販売員 不問 830 ～ 850
アイアンドエフ・ビルディング㈱ 調理補助 不問 800 ～ 1,200
㈱とみや旅館 客室係補助 不問 900 ～ 1,000

湯快リゾート㈱
調理補助 不問 800 ～ 1,125
洗い場 不問 780 ～ 1,038
レストランスタッフ 不問 800 ～ 1,125

㈱井筒屋

販売接客 不問 850
食事会場 不問 950
まかない係 不問 800 ～ 850
料飲係 不問 800 ～ 1,000

アイケー電機㈱ 製造作業 不問 776

ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
ホテル内業務 不問 780 ～ 800

㈱エミュー エステ・リラク 18 以上 984 ～ 1,136
㈱たむら 接客スタッフ 不問 776 ～ 800

㈱寿荘
配膳係 不問 800 ～ 1,000
事務職 不問 800 ～ 850
フロント受付 不問 800 ～ 1,000

㈱西沢製作所 現場事務 不問 776
㈱但馬寿 製造 不問 950
湯村温泉観光協会 事務補助 不問 800
㈱ナカケー 販売レジ 不問 800 ～ 950

　（常　用） 　（常　用）
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広報しんおんせん（3月号）

新温泉町文化会館だより
－問合せー　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328 

第 21 回高齢者交流会の開催報告
　2 月 25 日、文化会館において毎年恒例の「第
21 回高齢者交流会」を地域包括支援センターの
健康講座「介護予防について」と併せて開催し、
18 名が参加しました。
　まず最初に、地域包括支援センターの保健師か
ら、新しい介護保険制度のポイントとして、要介
護認定者の推移や介護保険の現状などを解りやす
く説明してもらいました。そのなかで、本当に困っ
たときは制度を活用すればよいが、そうなる前に
地域で支えあう環境や関係性をつくっていくこと
が大事という話を聞きました。引き続き、脳元気
ゲームや「浜
大根の花」の
やさしいメロ
ディーにのせ
た運動で、実
際に体を動か
しながら健康
づくりの大切
さを実感し、介護予防についての理解を深めるこ
とができました。
　続いて、高齢者問題と同和問題をテーマにした
人権啓発ドラマ「ぬくもりの彩」を視聴し、高齢
者と家族の関係や介護の問題・思い込みや偏見と

いった身近な人権課題について学習しました。
　昼食は、郷土
料理研究会と会
館料理教室講座
生のボランティ
アの方々が、栄
養バランスとい
ろどりを考え、
赤飯やてんぷら・
白和え・煮物などの温かい手作り料理を作りまし
た。配膳は参加者も協力して行い、食事は楽しく
おしゃべりしながら美味しくいただきました。
　午後からは、参加者全員で人権に関する２択の
クイズ大会を行い、身近な人権や文化会館にまつ
わる話、イラストを使ったクイズ、よく知ってい
る問題や初めて聞く問題など、皆さん真剣に考え
こんだり、相談しながら答えを出したりと、大い
に盛り上がる中、全日程を終了しました。
　今回は春のようなポカポカ陽気で、参加しやす
い環境でしたが、年々階段を上るのが大変になっ
てきたという参加者のご意見を聞きました。それ
でも「毎年楽しみにしている」「今年は楽しかった」
などの声をいただくと励みになります。来年も皆
さんのご参加をお待ちしています。

健康講座の様子

昼食の様子

第
２
次
新
温
泉
町
人
権
施
策
推
進
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

　

町
で
は
、「
新
温
泉
町
人
権
啓
発
方
針
」
が
打
ち
出

さ
れ
６
つ
の
基
本
姿
勢
に
基
づ
き
人
権
教
育
及
び
人
権

啓
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
本
計
画
は
、
本
町
が
人
権

施
策
を
推
進
す
る
う
え
で
の
基
本
的
な
考
え
方
等
を
示

す
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
そ
の
内
容
を
公
表
し
、
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

３
月
23
日
（
月
）

▼
提
出
方
法　

新
温
泉
町
人
権
推
進
室
（
新
温
泉
町
文

化
会
館
内
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
に
よ
り
提
出

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
意
見
や
情
報

を
記
載
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

82
‐
４
６
４
４

　

Ｅ
メ
ー
ル　

jinken@
tow

n.shinonsen.lg.jp

▼
公
表
資
料　

第
２
次
新
温
泉
町
人
権
施
策
推
進
計
画
（
案
）

▼
公
表
資
料
の
閲
覧
方
法　
　

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://www.town.shinonsen.hyogo.jp/

②
庁
舎
備
付
け

　

生
涯
教
育
課
、
温
泉
公
民
館
、
新
温
泉
町
文
化
会
館

▼
問
合
せ　

新
温
泉
町
人
権
推
進
室

　

℡
82
‐
３
３
２
８

◆
意
見
に
対
す
る
考
え
方
の
公
表

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る
町
の
考
え
方

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
（
個
人
情
報
を
除
く
）
し

ま
す
。
な
お
、
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
方
へ
の
個
別

の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。



16

　２月 25 日、夢ホールで新温泉町高齢者大学とちのみ
学園「修了式」が行われ、２年間の本科を修了された９
人）に修了証書が、18 年間の研修を修了した３人に修
士号が授与されました。
　修了生を代表して杉岡春子さん（丹土）が、２年間の
感謝を述べ、今後も引き続き受講していくことを誓いま
した。
　同大学の宇都野学園でも、２月 19 日に「修了式」が
行われました。

いざというときに…

高齢者大学 １年の区切り

　2月26日、「心肺蘇生・応急措置講座」を美方広域消防
本部で開催しました。参加者は１１名。ジオパークガイ
ド養成講座の一環として、ガイド活動中にけが人や病人
が出た場合に、応急処置やＡＥＤを使用した心肺蘇生法
などを体得することを目的としています。
　人形を使った訓練では、はじめは戸惑っていましたが、
何度かするうちに手順よく行えるようになりました。参
加者の一人は「いざというときに対処できるよう更に講
習を受けたい」と意気込んでいました。

　2 月 25 日、温泉小学校で「車いすを贈る会」が行われ、
全校児童 203 人から新温泉町社会福祉協議会へ車いす
1 台が寄贈されました。
　同小学校の児童会が 16 年前から行っている取り組み
で、プルタブを集めて、それを車いすに交換。毎年、社
会福祉協議会や福祉施設などに寄贈しています。
　児童会長の福井聡太君は「プルタブがたくさん集まる
ように声掛けなどをがんばった。長く続いている伝統な
のでこれからも引き継いでほしい」と語っていました。

大切に使ってください

広報しんおんせん（3月号）

　2 月 21 日、「岸田川クリーン作戦」を実施。岡住橋・
福富橋から岸田川河口までの両岸の清掃活動を行い、
680㎏のゴミを回収しました。
　当日は水たまりに氷が張るほど冷え込んだ朝になりま
したが、約 100 人に参加。空き缶や空き瓶、ペットボ
トルや菓子袋など、参加者それぞれが拾い集めました。
回収したものの中には、自動車のタイヤやカーステレオ、
バッテリーなどもあり、不法投棄の実態も確認しました。
　ポイ捨てを止め、きれいな岸田川を守りましょう。

岸田川をきれいに

H27（2015）.3.12
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　２月３日の節分に合わせて、各認定こども園などで「豆
まき」を行いました。
　ゆめっこ認定こども園では、園児 125 人が参加。カ
ゼやインフルエンザ、悪い心や弱い心を追い払おうと、
新聞紙で作った「豆」を 4 匹のオニに投げ付けてました。
　最後に、追い払った病気や心を、オニが全部持ち帰っ
てくれると聞くと、園児たちはオニと仲良しになり、お
別れのときにはオニに近寄り、握手やバイバイをしてい
ました。

最後はオニと仲良しに

音楽の楽しさを表現

まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（3月号）

　2 月 1 日、但馬牧場公園で「雪まつり」を開催。雪玉
ストラックアウトやゲーム大会、但馬ビーフの試食、紅
白餅まきなどを行いしました。
　午前の雪玉ストラックアウトには、50 人の子どもが
参加。雪玉が的を抜くごとに周りから歓声が上がってい
ました。このイベントに合わせて明石市から来た 3 兄
弟は「思った以上に的が抜けた」とうれしそうに語って
くれました。
　来園者は、遊んで食べて楽しい 1 日を過ごしました。

的を狙って「エイッ」

　2 月 6 日、浜坂子育て支援センターで、0 ～ 3 歳児
25 人とその親 18 人が参加して「郷土料理を作りましょ
う」を実施しました。
　講師には浜坂郷土料理研究会の西村さんと下田さんを
迎え、「きんちゃん」と「地獄蒸し（簡単茶碗蒸し）」を
教わりました。中には「家でもお手伝いしている」子ど
ももいて、ひとりで野菜を切ったりして手伝いをしてい
ました。出来上がった料理は野菜がたっぷり。みんなで
美味しくいただきました。

　２月８日、町内の吹奏楽団体が一堂に会して演奏を行
う「第２回新温泉町吹奏楽祭」を浜坂多目的集会施設で
開催しました。出演団体の交流と町民の皆さんに吹奏楽
の素晴らしさを知っていただくことを目的としたもの
で、会場は立ち見がでるほどの来場となりました。
　今回は、浜坂少年少女音楽隊、町内両中学校と浜坂高
校の吹奏楽部の４団体が計 15 曲を披露。この日に向け
て練習を重ねてきた各団体の見事な演奏に会場から大き
な拍手が送られました。

ふるさとの味を作りました
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ご
案
内

広報しんおんせん（3月号）

I N F O R M A T I O N
温
泉
公
民
館
か
ら
ご
案
内

公
民
館
講
座
生
作
品
展

　

講
座
生
の
１
年
間
の
学
習
成
果
を
作

品
と
し
て
展
示
し
ま
す
。
作
品
は
「
書

道
」「
絵
画
」「
立
体
ち
ぎ
り
絵
」「
布

彩
画
」
で
す
。
講
座
生
の
精
魂
こ
め
た

力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

３
月
15
日（
日
）～
22
日（
日
）

▼
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

集
会
室

夢
ホ
ー
ル
利
用
支
援
事
業　
　
　

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

　

温
泉
公
民
館
で
は
、
自
分
た
ち
が
企

画
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
、
舞
踊
な

ど
舞
台
芸
術
の
場
と
し
て
夢
ホ
ー
ル
を

有
意
義
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

無
料
で
お
貸
し
す
る
「
夢
ホ
ー
ル
利
用

支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
」
は
、
大
阪
音
楽
大
学
の
学
生
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
に
よ

る
楽
し
い
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
と
き　

３
月
17
日
（
火
）

　

午
後
6
時
30
分
～　
（
開
場
6
時
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

無
料

▼
主
催　
Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ  

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
実
行
委
員
会

　
―
問
合
せ
―　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

第
17
回
浜
坂
み
な
と　
　
　

　

ほ
た
る
い
か
祭
り

　
「
ほ
た
る
い
か
」

の
シ
ー
ズ
ン
到
来
。

ほ
た
る
い
か
の
い

ろ
い
ろ
な
食
べ
方

を
体
験
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

４
月
5
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
1
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
漁
港
せ
り
市
場

▼
内
容

◇
春
を
味
わ
う
味
覚
コ
ー
ナ
ー

　

ほ
た
る
い
か
の
串
揚
げ
、軍
艦
巻
き
、

お
好
み
焼
き
、
炊
込
み
ご
飯
、
か
き

揚
げ
う
ど
ん
、
佃
煮
実
演
販
売
、
沖

漬
け　

な
ど

◇
春
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

　

全
日
本
わ
ん
こ
ほ
た
る
選
手
権
、
ほ

た
る
い
か
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
足
湯

（
七
釜
温
泉
）、餅
ま
き
大
会
、ク
レ
ー

ン
で
吊
る
釜
揚
げ
（
無
料
試
食
）、

浜
坂
中
吹
奏
楽
部
演
奏
会　

な
ど

◇
春
を
感
じ
る
催
事
コ
ー
ナ
ー

　

漁
協
直
販（
塩
干
魚
、焼
イ
カ
、鮮
魚
、

　

生
鮮
ほ
た
る
い
か  

な
ど
）
海
産
物
、

　

農
産
物
、
特
産
物
の
販
売

▼
問
合
せ　

浜
坂
観
光
協
会

　

℡
82
‐
４
５
８
０

ア
イ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

　
　
　
　
　
　
　

in
豊
岡

　

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
総
合
福
祉
機

器
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

福
祉
機
器
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
グ
ッ
ズ
の
展
示
の
ほ
か
、
視
能
訓
練

士
・
歩
行
訓
練
士
に
よ
る
体
験
・
相
談

コ
ー
ナ
ー
（
要
予
約
）
や
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
年
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
要

予
約
）、
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
笑
い

ヨ
ガ
体
験
（
要
予
約
）
も
実
施
し
ま
す
。

神
戸
視
力
障
害
セ
ン
タ
ー
と
神
戸
ア
イ

ラ
イ
ト
協
会
に
よ
る
〝
見
え
な
い
・
見

え
に
く
い
〟
で
お
困
り
の
こ
と
に
つ
い

て
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

3
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

※
駅
か
ら
会
場
の
２
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

　

前
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
誘
導
あ
り

▼
参
加
団
体　

展
示
業
者
10
社

　

相
談
コ
ー
ナ
ー
７
団
体

▼
入
場
料　

無
料

▼
予
約
・
問
合
せ

　

日
本
網
膜
色
素
変
性
症
協
会
兵
庫
県
支
部

　

下
井　
℡
０
９
０
‐
８
８
２
５
‐
９
０
９
９

　

吉
井　
℡
０
９
０
‐
１
１
４
８
‐
１
６
２
２

　

山
根　
℡
０
９
０
‐
５
９
７
８
‐
３
４
１
２

　

Ｅ
メ
ー
ル　

jrpshyogo@
gm

ail.com
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お
知
ら
せ

下
水
道
使
用
料
の　
　

　
　
　
　
　

減
免
申
請

▼
減
免
対
象
者　

次
の
各
地
域
の
住
宅

の
う
ち
、
住
民
票
が
あ
っ
て
も
進
学

や
単
身
赴
任
、
施
設
入
所
な
ど
で
長

期
に
わ
た
り
不
在
の
方

◇
浜
坂
地
域　

一
般
住
宅

◇
温
泉
地
域　

地
下
水
や
山
水
を
下
水

道
に
排
水
し
て
い
る
一
般
住
宅

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

▼
縦
覧
制
度　

自
己
の
所
有
す
る
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
を
、
他
の
土
地
や

家
屋
と
比
較
し
て
適
正
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

▼
縦
覧
に
供
す
る
台
帳

　

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
～
30
日
（
木
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
等

の
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

▼
縦
覧
場
所　

役
場
税
務
課
、
温
泉
総

合
支
所
地
域
振
興
課

▼
縦
覧
さ
れ
る
方
へ
の
お
願
い

◇
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
で
き
る
方
は
、
①
町
内
に
所
在
す

る
土
地
・
家
屋
等
の
固
定
資
産
税
の

納
税
者
、
②
そ
の
同
居
す
る
家
族
、

③
代
理
権
（
委
任
状
が
必
要
）
を
有

す
る
方　

に
限
り
ま
す
。

◇
縦
覧
で
き
る
方
の
確
認
の
た
め
、
納

税
通
知
書
ま
た
は
運
転
免
許
証
等
の

本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
提
示
い

た
だ
き
ま
す
。

◇
本
人
所
有
の
土
地
や
家
屋
以
外
の
内

容
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
た

め
、
詳
細
な
説
明
は
で
き
ま
せ
ん
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ

▪
税
務
課　

課
税
係

　
　

℡
82
‐
３
１
１
３

▪
温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　
　

℡
92
‐
１
１
３
１

福
祉
講
演
会　
　
　
　
　

イ
ツ
モ
防
災
の
ス
ス
メ

　

イ
ツ
モ
の
地
域
の
支
え
合
い
が
、
い

ざ
と
い
う
時
の
防
災
に
つ
な
が
る
！

▼
と
き　

３
月
22
日
（
日
）

　

午
後
1
時
～
3
時（
開
場
0
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
講
師　

渥
美
公
秀
さ
ん

　
　
　
　
（
大
阪
大
学
教
授
）

▼
入
場
料　

無
料

▼
そ
の
他　

各
種
バ
ザ
ー
や
介
護
用
品

の
紹
介
、
介
護
相
談
な
ど
も
開
催
し

ま
す
。

▼
問
合
せ　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
99
‐
２
４
８
８

平
成
27
年
度
か
ら
自
動
車
税
の

重
課
割
合
が
引
き
上
げ

　

平
成
27
年
度
か
ら
新
車
新
規
登
録
後

一
定
年
数
を
経
過
し
た
自
動
車
に
対
す

る
自
動
車
税
の
重
課
割
合
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

▼
重
課
対
象
車
の
区
分

◎
新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
を
超
え
て

　

い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車

◎
新
車
新
規
登
録
か
ら
13
年
を
超
え
て

　

い
る
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
（
ハ
イ
ブ
リ

　

ッ
ド
車
を
除
く
）・
Ｌ
Ｐ
Ｇ
自
動
車

※
バ
ス
・
ト
ラ
ッ
ク
（
ラ
イ
ト
バ
ン
を

　

含
む
）
等
は
引
き
続
き
10
％
で
す
。

▼
重
課
割
合
（
お
お
む
ね
の
割
合
）

　

平
成
26
年
度
10
％ 

↓ 

27
年
度
15
％

※
既
に
10
％
重
課
の
対
象
と
な
っ
て
い

　

る
自
動
車
に
つ
い
て
も
、
重
課
割
合

　

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

豊
岡
県
税
事
務
所
課
税
第
１
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
２
８

▼
必
要
な
も
の　

①
印
鑑
、
②
不
在

者
の
現
住
所
が
書
か
れ
て
い
る
も
の

（
メ
モ
な
ど
）

▼
注
意
点

◇
減
免
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
４
月
分
使
用
料
か
ら
減
免
を

希
望
の
場
合
は
４
月
30
日
（
木
）
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
減
免
申
請
は
年
度
ご
と
の
更
新
制
で

す
。
平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
減
免

を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に
申
請

が
必
要
で
す
。

◇
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
減
免
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
事
前
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

上
下
水
道
課　

経
理
係

　

℡
82
‐
３
１
１
４
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I N F O R M A T I O N
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を

利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

コウノトリ但馬空港　運行ダイヤ
( 平成 27 年 3 月 29 日～平成 27 年 10 月 24 日）

東京（羽田） 大阪（伊丹） 但馬
出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着
  7:30 JAL 103   8:35   9:05 JAC 2321   9:45
15:30 JAL 125 16:35 17:00 JAC 2323 17:40

但馬 大阪（伊丹） 東京（羽田）
出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着
10:10 JAC 2322 10:50 11:30 JAL 114 12:40
18:05 JAC 2324 18:45 19:30 JAL 134 20:40

※発着時刻は、天候その他やむを得ない理由により、予告なく変更される場合があり
ますので、事前に確認してください。

運
賃
助
成
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
但
馬
空
港
を
気
軽
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
但
馬
空
港
発

着
便
の
運
賃
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

方
、
町
内
に
帰
省
さ
れ
る
方
な
ど

※
詳
細
は
企
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

　

搭
乗
後
1
か
月
以
内
に
、
助
成
金
の

振
込
口
座
の
分
か
る
も
の
と
印
鑑
、

「
ご
搭
乗
券
」ま
た
は「
ご
搭
乗
案
内
」

を
持
参
の
上
、
役
場
企
画
課
ま
た
は

温
泉
総
合
支
所
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。 

◆町航空機利用助成金（伊丹～但馬間）の一例
（単位：円）

航空券の種類 通常金額 助成額 実負担額

大人普通運賃 14,000 6,000 ※ 5,200

小人普通運賃 7,000 5,000 2,000

先得割引 7,100 ～ 5,000 2,100 ～

※大人普通運賃の場合は、町の助成金以外に但馬空港
　推進協議会から 2,800 円の助成があります。

平
成
27
年
度　
　
　
　
　
　

雇
用
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

　

失
業
給
付
に
係
る
雇
用
保
険
料
率
は

平
成
26
年
度
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
適
正

な
運
営
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
雇
用
保
険
適
用
要
件

◇
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が
あ
る

◇
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
20
時
間

以
上
で
あ
る

※
雇
用
保
険
資
格
取
得
手
続
き
漏
れ
が

な
い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
３
１
０
１

①労働者
　負担
  （失業等
     給付のみ）

②事業主
　負担

① + ②
雇用保険

料率
失業等
給付

雇用保険
２事業

一般の事業 5/1000 8.5/1000 5/1000 3.5/1000 13.5/1000

農林水産
清酒製造の事業 6/1000 9.5/1000 6/1000 3.5/1000 15.5/1000

建設の事業 6/1000 10.5/1000 6/1000 4.5/1000 16.5/1000

平成 27 年度  雇用保険料率表

　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）生活サポートシステム　担当　池上
　　　　担当者直通電話　090-4147-2916　　受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00

　暖かくなってきましたね。サービス料金　一時間 1,500 円（税別）
でお受け致しますので、冬の間に気になっていたことを片付けてしま
まいませんか？誠意あふれるスタッフが、愛情を込めてお手伝い致し
ます。［新温泉町（旧浜坂町）三谷から、お宅までの往復の燃料代　
1km × 50 円や、材料費等は別途金額となります。（軽トラック使用
料   1 回 /1 日   4,500 円、草刈り機レンタル料   1 回 /1 日   3,000 円）］
大変込み合っております、お早目の御予約をお願い致します。

【広告】バリバリお手伝い致しますニャ～♥

のんちゃん

げんちゃん

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

３
月
29
日

か
ら
10
月
24

日
ま
で
の
運

航
ダ
イ
ヤ
を

お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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募　

集

新温泉町立高齢者大学

「宇都野学園」･「とちのみ学園」
― 平成 27 年度　学園生募集 ―

但馬ふるさとづくり大学
―平成 27 年度　受講生募集 ―

　本町では、高齢者の皆さんが楽しく学びながら、趣味・
教養を高め、生きがいのある生活を創造していただくこと
を目的に、町立高齢者大学「宇都野学園」と「とちのみ学
園」を開設しています。
　高齢者大学で、仲間とのふれあいを深めてみませんか。
◆学習年限
　▪宇都野学園　　本科生４年間、大学院生２年間
　▪とちのみ学園　２年間（３年目以降は研修生）
◆入園資格　満 60 歳以上で町内在住の方
　※宇都野学園大学院生は同学園本科を修了した方
◆学習内容　一般教養講座・専門講座等
◆申込期限　宇都野学園　　３月 19 日（木）
　　　　　　とちのみ学園　３月 23 日（月）
◆問  合  せ　詳しくは事務局にお問い合わせください。
　　宇都野学園事務局（浜坂公民館内）℡ 82-4339
　　とちのみ学園事務局（温泉公民館内）℡ 92-1870

◆期間　5 ～ 11 月（９日間 13 講座）
◆対象者
　但馬地域在住・在勤・在学する人
◆定員　80 名程度（先着順）
◆会場　県立但馬長寿の郷
◆受講料　10,000 円 ( 学生 5,000 円 )
◆申込み
　ホームページ又は市役所、町役場な

どに配置の申込用紙に必要事項を記
入の上、4 月 17　日 ( 金 ) までに持
参、ＦＡＸ又は郵送

◆申込み・問合せ
　（公財）但馬ふるさとづくり協会
　〒 668-044　豊岡市山王町 11-28
　℡（0796）24-2247
　Fax（0796）24-1613

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

▼
募
集
概
要

宇
都
野
団
地
（
公
営
住
宅
）

◇
所
在
地

　

新
温
泉
町
浜
坂
２
４
５
７
番
地
の
１

◇
住
戸
タ
イ
プ

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

専
用
面
積
65
・
13
㎡

◇
募
集
戸
数　

１
戸
（
２
‐
23
号
）

◇
家
賃
（
月
額
）　

１
８
2
０
０
円
～

２
７
1
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
決
定
）

◇
駐
車
場　

な
し

◇
施
設
設
備　

上
下
水
道
、
温
泉
配
湯

井
土
団
地
（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

◇
所
在
地

　

新
温
泉
町
井
土
６
１
３
番
地

◇
住
戸
タ
イ
プ

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

専
用
面
積
82
・
56
㎡　

◇
募
集
戸
数　

１
戸
（
２
３
５
号
）

◇
家
賃
（
月
額
）　

５
３
０
０
０
円
～

５
９
０
０
０
円
（
収
入
に
応
じ
て
決
定
）

◇
共
益
費
（
月
額
）　

２
０
０
０
円

◇
駐
車
場　

１
台
目 

無
料

　
（
２
台
目　

４
０
０
０
円
／
月
額
）

◇
施
設
設
備　

上
下
水
道
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、
オ
ー
ル
電
化

▼
入
居
資
格
等　

家
族
構
成
、
所
得
な

ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

３
月
12
日
（
木
）
～
26
日
（
木
）

※
応
募
が
な
い
場
合
は
、
先
着
順

▼
入
居
可
能
予
定
日　

４
月
18
日（
土
）

▼
申
込
方
法　

入
居
申
込
書
等
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
申
込
者
本
人
が
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

▼
問
合
せ　

建
設
課　

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

年
金
相
談

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所
の

職
員
が
年
金
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
年
金
加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
、

受
給
に
関
す
る
こ
と
等
、
何
で
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

３
月
25
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
合
せ

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所　

　

℡
（
０
７
９
６
）
２
２
‐
０
９
４
５
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ん 住　所 氏　　名 保護者 出生日

広報しんおんせん（3月号）

3 月号
vol.114

住　所 氏　　名 年齢 死亡日

H27（2015）.3.12

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町
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場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム
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ー

ジ
　

http://w
w

w
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n.shinonsen.hyogo.jp
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企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
。

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

電
子

メ
ー

ル
     info@

tow
n.shinonsen.lg.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

うぶごえ

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

1 月 16 日～ 2 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

●まちのうごき●　
　3月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,703 人 （ー  36）

　男 7,477 人 （ー  20）

　女 8,226 人 （ー  16）

世帯数 5,803 世帯 （ー  12）

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

国民健康保険税第 6 期
納期限 3 月 31 日（火）

　最寄りの金融機関で納めましょう。
　口座振替をご利用の方は、残額の確認を
お願いします。　　税務課　℡ 82-3113

～ 家 庭、 地 域 を　　　　　　
　　　　笑顔でいっぱいに～

町婦人会会員募集
　町婦人会は、地域でボランティア活動や
人権・介護などの研修会を行っています。
一緒に活動していただける方を募集してい
ます。
▼申込み
◇浜坂地域婦人会

▪藤井  宏子さん　℡ 090-9505-1585

▪生涯教育課　℡ 82-5629

◇温泉地域婦人会

▪西村  公子さん　℡ 92-0562

▪温泉公民館　℡ 92-1870


